
トコブシ

アワビの種類
鳥羽・志摩地方の海には、クロ、メガイ、マダカの 3種類のアワビと、トコブシが多く生育しています。

クロアワビ メガイアワビ マダカアワビ

 貝類 ●1 アワビ
  ●2トコブシ
  ●3 サザエ
  ●4 イタボガキ

 海藻類 ●5 ワカメ
  ●6 アラメ
  ●7 テングサ
  ●8 ヒジキ

 その他 ●9 ナマコ
  ●10アカウニ
  ●11イセエビ
  ●12タコ

海女の獲物

●2

●3

●4

●5 ●6 ●7 ●8 ●9

●10

●11

●12
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海女とアワビ
海女の漁獲物うちで、一番大切でお金になるのはアワビです。今も
1 キロ当たり 5 千円前後の値段がするので、アワビ 3 個も捕れば
1万円になります。身ひとつにメガネとノミで、一夏15・16日潜っ
て100万円以上稼ぐ海女もたくさんいます。
昭和50年（1975）頃から、志摩半島のアワビは減少しだしました。と
りすぎもありましたが、海の汚染の影響もあります。現在、志摩半
島の海女は約 1千人と推定され、アワビの漁獲量は約50～70トン。
これは最盛期の10分の 1 です。近年、ナマコ（アカナマコ）の値段が
高くなったので、海女は10～12月の冷たい海に潜って稼いでいます。

4海女の獲物
海女の獲物の中心はアワビとサザエ。

他にウニ・ナマコや、アラメ・テングサといった海藻類などがあります。

志摩半島の海女たちは、魚を獲ることはまずありません。
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